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一　

は
じ
め
に

精
神
科
医
で
あ
る
筆
者
が
週
一
日
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ア
ド
ヴ

ァ
イ
ザ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
神
奈
川
工
科
大
学
の
学
生
相
談
室
（
以

下
相
談
室
）
で
は
、
現
在
「
困
り
き
っ
て
か
ら
相
談
に
来
る
」
と
い

っ
た
従
来
の
学
生
相
談
で
は
な
く
、「
よ
り
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
早
め
に
相
談
に
ゆ
く
」と
い
う
予
防
の
概
念
を
旗
印
と
し
て
、

従
来
の
自
主
来
談
が
中
心
の
＂
待
つ
相
談
＂
と
し
て
の
相
談
活
動
に

加
え
、＂
働
き
か
け
る
相
談
＂
機
能
を
包
括
し
た
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
本
学
は
大
学
全
体
と
し
て
も
、
学
生
支
援
に
対
し
て
全

学
を
挙
げ
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
相
談
室
も
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
参
画
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
で

あ
る
欠
席
過
多
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
多
欠
Ｐ
）
に
つ
い
て
述

べ
、
多
欠
Ｐ
で
出
合
う
典
型
的
な
学
生
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

二　

欠
席
過
多
学
生
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
一
七
年
か
ら
学
生
部
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
多
欠
Ｐ
は
、
教
員
の
理
解
と
協
力
が
進
む
に
つ
れ
、
年
々
大
学

全
体
に
い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

学
生
部
委
員
が
自
主
的
に
さ
ら
な
る
効
果
的
な
取
り
組
み
に
な
る
よ

う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
方
法
も
改
良
を
重
ね
、
平

成
二
〇
年
度
は
、
年
に
一
回
施
行
さ
れ
る
従
来
の
面
接
に
よ
る
取
り

組
み
に
加
え
、
年
に
五
回
施
行
さ
れ
る
新
規
対
象
学
生
を
早
期
に
抽

大
学
全
体
で
取
り
組
む
学
生
支
援
に
お
け
る
学
生
相
談

室
の
役
割

市
来　

真
彦

（
神
奈
川
工
科
大
学　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）

●
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出
す
る
た
め
の
電
話
に
よ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
本
稿
で
は
メ

イ
ン
と
な
る
「
面
接
に
よ
る
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
述
べ
る
（
カ
ッ

コ
内
は
平
成
二
〇
年
度
の
実
数
）。

〈
準
備
期
〉

本
学
は
国
内

初
の
携
帯
学
生

証
を
導
入
し
、

講
義
の
出
席
は

学
生
証
を
講
義

室
の
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
に
タ
ッ

チ
し
て
行
う
な

ど
、
工
科
大
学

な
ら
で
は
の
ツ

ー
ル
を
有
し
て

い
る
。
多
欠
Ｐ

は
、
ま
ず
学
生

課
の
担
当
職
員

が
出
席
デ
ー
タ

を
基
に
、
年
間

六
回
（
五
月
、

六
月
、
七
月
、
一
〇
月
、
一
一
月
、
一
二
月
）
の
出
席
デ
ー
タ
を
抽

出
し
、
担
任
教
員
に
リ
ス
ト
を
配
布
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
中
で
、
六
月
度
調
査
は
、
四
月
と
五
月
の
欠
席
率
が
二
五
％
を
超

え
た
一
、二
、三
年
生
を
全
員
抽
出
し
、
担
任
教
員
に
リ
ス
ト
を
配
布

す
る
。（
そ
れ
以
外
の
月
は
、
各
調
査
時
点
で
過
去
三
回
の
同
調
査

で
抽
出
さ
れ
た
学
生
（
多

欠
席
常
習
者
）
を
除
き
、

新
規
に
抽
出
さ
れ
た
学
生

の
み
を
担
任
教
員
に
リ
ス

ト
を
配
布
す
る
）

〈
担
任
面
接
期�

〉

六
月
度
一
斉
調
査
に
お

い
て
は
、
担
任
教
員
は
抽

出
さ
れ
た
学
生
（
平
成

二
〇
年
度
の
対
象
学
生
約

三
，
五
〇
〇
名
の
う
ち

三
七
三
名
）
に
対
し
、
六

月
上
旬
に
受
取
っ
た
デ
ー

タ
を
元
に
電
話
を
か
け
て

呼
び
出
し
面
接
を
試
み
、

表
１
の
分
類
に
従
い
面
接
表１：欠席過多の理由（平成20年度）

⑫朝起きられない・・・・・13.7%

学業に関する問題・・・・・11.7%

　　①授業についていけず

　　②授業に興味でない

　　③学業不振

病気 / 体調不良・・・・・・7.7%

　　⑥病気

　　⑦体調不良

不本意入学 / 進路変更希望・4.0%

　　④進路変更を希望

　　⑤不本意入学

⑪アルバイト・・・・・・・ 2.3%

⑩通学に時間がかかる・・・ 1.7%

⑬その他・・・・・・・・25.2％
⑧学生生活に不満
⑨友人がいない

⑯問題なし・・・・・・・12.0%

面接できず/連絡できず・ 21.7%
　　⑭面談せず
　　⑮連絡とれず

注）担任教員は、面接後に
　　16種類のカテゴリに分けられた
　　欠席過多の理由を記載して報告
　　（複数記載可）
　　今回は大分類で集計

１ ２、３年生の25％
以上欠席者の全員を
抽出（6月度対策以外
は別条件で実施） 担任電話連絡開始

担任紹介学生に

対して電話連絡 結果を報告

面接の結果、
心配な学生を
相談室に紹介

学生相談室 学 生 課 担任教員

担任による
個別面接

担任面接リストから、

「連絡つかず」の学生を

抽出し、電話連絡

図１．欠席過多学生対応プロジェクト（平成20年度６月度面接）のフローチャート　　　　　　　　　　　　　　　　　

担任面接レクチャー

呼出面接開始

従来の個別面接

担任による
個別対応

相談室と担任と
個別連携

相談室と教職員との連携・協働支援

担任面接結果集計
抽出
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後
に
欠
席
過
多
の
理
由
を
報
告
す
る
と
共
に
、
面
接
時
に
う
つ
傾
向

が
あ
る
と
心
配
に
感
じ
た
り
、
ひ
き
こ
も
っ
て
な
か
な
か
面
接
に
出

て
来
ら
れ
な
か
っ
た
等
の
学
生
を
相
談
室
に
随
時
連
絡
を
い
れ
る
。

〈
相
談
室
＆
担
任
対
応
期
〉

相
談
室
は
以
前
か
ら
「
問
題
を
抱
え
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
学
生
」

対
応
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
群
が
「
担
任
が
電
話
連

絡
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
学
生
（
六
三
名
）」
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
、
多
欠
Ｐ
開
始
当
初
よ
り
相
談
室
が
面
接
担
当

と
な
っ
て
い
た
「
担
任
か
ら
随
時
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
心
配
な
学

生
（
二
〇
名
）」
に
加
え
て
、
彼
ら
も
電
話
連
絡
の
対
象
者
に
含
め

て
い
る
（
八
三
名
）。

（
一
）　

八
三
名
の
学
生
に
対
す
る
取
り
組
み
と
一
二
月
末
の
時
点
で

の
中
間
学
業
継
続
状
態

図
２
に
八
三
名
の
一
二
月
末
の
時
点
で
の
中
間
学
業
継
続
状
態
を

示
す
。

前
期
の
成
績
で
修
得
単
位
に
全
く
問
題
が
な
か
っ
た
三
名
を
除
外

し
、
計
八
〇
名
に
対
し
て
相
談
員
が
電
話
連
絡
を
行
っ
た
。
直
接
連

絡
を
取
れ
な
か
っ
た
学
生
に
対
し
て
は
保
護
者
を
通
し
て
連
絡
を
取

り
、
対
象
者
の
九
割
強
に
あ
た
る
学
生
（
七
三
名
）
と
連
絡
が
取
れ

た
。
電
話
で
の
様
子
で
、
学
業
面
、
精
神
面
と
も
心
配
な
い
（
以
下

◎
）
と
思
わ
れ
た
学
生
（
二
名
）
を
除
い
た
「
単
位
取
得
と
出
席
状

況
に
問
題
が
あ
り
そ
う
な
」
学
生
（
七
一
名
）
に
対
し
て
相
談
室
で

の
面
接
を
勧
め
、
来
室
を
促
し
た
。
次
に
七
一
名
の
学
生
を
、
①
面

接
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
学
生
（
五
八
名
）
と
、
②
面
接
拒
否
も
し

く
は
、
面
接
の
約
束
を
し
た
が
相
談
室
に
は
現
れ
ず
面
接
が
で
き
な

か
っ
た
学
生
（
計
一
三
名
）
の
二
群
に
分
け
、
③
電
話
連
絡
が
つ
か

な
か
っ
た
学
生
（
七
名
）
と
合
わ
せ
て
、
一
二
月
時
点
の
中
間
学
業

対象学生 83 人

心配なし◎ 連絡ついた 連絡つかない

3 人 73 人 7 人

本人 保護者 学業継続 学業継続 学業継続 退学

63 人 10 人 ○ △ ×

０人 １人 ４人 ２人

心配なし◎ 面接できた 面接できない

2 人 58 人 13 人

心配なし◎ 面接継続 見守り TRY 他進路 退学・除籍 心配なし◎ TRY 退学

5 人 38 人 4 人 7 人 3 人 1 人 1 人 10 人 2 人

(全て○) (全て○)

長 休

２ １

学業継続状態 学業継続状態 学業継続状態 学業継続状態

○ △ × 長 休 ○ △ × 長 休 ○ △ × 長 休 退 ○ △ × 長 休

12  12  10   0   4     0   2   1   0   1    0   2    4   0   0 1 1   2    3   0   4

学業継続状態の評価：履修登録している科目全体で、

（○：おおむね三分の二以上の出席率、△：おおむね半分前後の出席率、×著しく少ない出席状況）

図２：12 月末の学業継続状態
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継
続
状
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。

面
接
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
学
生
（
五
八
名
）
の
う
ち
、
◎
の
学

生
（
五
名
）
は
、
初
回
で
面
接
を
終
了
し
た
。
面
接
が
継
続
で
き
た

学
生
（
三
八
名
）
の
状
態
は
、
お
お
む
ね
三
分
の
二
以
上
の
出
席
率

（
以
下
○
）
の
学
生
（
一
二
名
）、お
お
む
ね
半
分
前
後
の
出
席
率
（
以

下
△
）
の
学
生
（
一
二
名
）、
著
し
く
少
な
い
出
席
状
況
（
以
下
×
）

の
学
生
（
一
〇
名
）、
休
学
中
の
学
生
（
四
名
）
で
あ
っ
た
。
定
期

面
接
ま
で
は
不
要
だ
が
、
経
過
を
追
い
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
「
見
守
り
」
群
の
学
生
（
四
名
）
の
状
態
は
、
△
（
二
名
）

と
、
×
（
一
名
）、
休
学
中
（
一
名
）
で
あ
っ
た
。
面
接
開
始
と
な

っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
面
接
が
不
安
定
と
な
り
、
定
期
面
接
の
定
着

に
手
を
か
け
て
い
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
群
の
学
生
（
七
名
）
の
状
態
は
、

△
（
二
名
）、
×
（
四
名
）、
退
学
（
一
名
）
で
あ
っ
た
。
他
大
学
へ

の
進
路
変
更
を
希
望
し
て
い
た
学
生
（
三
名
）
は
休
学
中
（
一
名
）、

長
期
欠
席
中
（
二
名
）
で
あ
り
、
面
接
時
に
既
に
退
学
の
決
意
を
示

し
た
学
生
（
一
名
）
も
い
た
。

面
接
が
出
来
な
か
っ
た
学
生
（
一
三
名
）
は
、
◎
（
一
名
）
と
、

定
期
面
接
へ
の
導
入
に
手
を
掛
け
て
い
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
群
の
学
生

（
一
〇
名
）
と
、
退
学
（
二
名
）、
か
ら
な
り
、「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
群
の
学

生
の
状
態
は
、○
（
一
名
）、△
（
二
名
）、×
（
三
名
）、休
学
中
（
四

名
）
で
あ
っ
た
。

電
話
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
学
生（
七
名
）の
状
態
は
○（
〇
名
）、

△
（
一
名
）、
×
（
四
名
）、
退
学
（
二
名
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
連
絡
が
つ
い
て
、
面
接
に
同
意
し
、
面
接
を
継

続
し
た
」
学
生
ほ
ど
学
業
を
継
続
で
き
て
い
た
。

（
二
）　

八
三
名
の
学
生
の
年
度
末
の
時
点
で
の
学
業
継
続
状
態
（
表

２
参
照
）

八
三
名
の
う
ち
、
当

初
か
ら
適
応
良
好
と
判

断
さ
れ
た
一
三
名
を
除

い
た
七
〇
名
を
、
面
接

を
継
続
で
き
た
三
八
名

と
、
面
接
が
出
来
な
か

っ
た
か
中
断
と
な
っ
た

三
二
名
に
分
類
し
て
比

較
す
る
。
面
接
を
継
続

で
き
た
群
の
方
が
、
学

業
面
で
は
適
応
良
好
と

や
や
改
善
の
実
数
も
割

合
も
多
く
な
っ
て
お

り
、
退
学
は
実
数
も
割

合
も
低
く
な
っ
て
い

表２：面接有無別の学年末の学業転帰（平成表２：面接有無別の学年末の学業転帰（平成2020年度）年度）

2名（　6.3％）　　　　2名（　5.3%）復　　　学

　　　2名（　6.3％）　　　 7名（18.4％）やや改善

　　　　8名（21.1％）

　　　　１名(　2.6％）

　　 12名（31.5％）

　　　　8名（21.1％）

38名

面接を継続 面接できず＆中断

　　18名（56.2％）退　　　学

　　 0名（　　0％）休　　　学

　　　9名（28.1％）低単位・出席不良

1名（　3.1％）適応良好

32名総　　　数

（対応（対応8383名中、名中、1313名は適応良好で除外）名は適応良好で除外）
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た
。
一
方
で
学
業
を
継
続
し
た
場
合
で
も
三
割
の
学
生
は
低
単
位
・

出
席
不
良
の
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

三
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
出
合
っ
た
学
生

ケ
ー
ス
一�
：
睡
眠
障
害
の
た
め
午
前
中
の
講
義
の
欠
席
が
か
さ
ん
で

い
た
二
年
次
留
年
生

〈
面
接
前
の
背
景
〉

取
得
単
位
一
年
次
一
九
単
位
、
二
年
次
一
九
単
位
の
計
三
八
単
位

で
二
年
次
留
年
（
五
〇
単
位
未
満
）。
担
任
面
談
時
に
、
心
身
の
健

康
面
で
心
配
な
学
生
と
し
て
抽
出
さ
れ
、
担
任
に
も
勧
め
ら
れ
自
分

で
相
談
室
に
来
室
。

〈
面
接
後
の
様
子
〉

「
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
か
ら
何
と

か
し
た
い
」
と
訴
え
る
。
友
人
も
多
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
で
き
、
精

神
面
の
健
康
度
は
高
そ
う
な
上
、
学
業
継
続
の
意
志
は
あ
る
が
、
睡

眠
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
学
内
精
神
科
医
と
面
接
の
結
果
、
睡
眠
障

害
が
疑
わ
れ
た
。
本
人
が
精
神
科
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
性
に

同
意
し
た
た
め
、
保
護
者
と
連
絡
を
取
り
、
病
気
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
は
卒
業
ど
こ
ろ
か
進
級
も
危
な
い
こ
と

な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
了
解
が
得
ら
れ
、
受
診
と
な
っ
た
。
二
ヶ

月
ほ
ど
の
服
薬
で
入
眠
困
難
が
解
消
し
、
午
前
中
の
講
義
に
出
席
可

能
と
な
り
、
服
薬
も
中
止
と
な
り
、
進
級
用
件
の
五
〇
単
位
を
何
と

か
超
え
、
進
級
で
き
た
。

ケ
ー
ス
二�

：
意
志
が
弱
い
た
め
学
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
二
年
次
留

年
生

〈
面
接
前
の
背
景
〉

取
得
単
位
一
年
次
三
〇
単
位
、
二
年
次
五
単
位
の
計
三
五
単
位
で

二
年
次
留
年
（
五
〇
単
位
未
満
）。
担
任
面
談
後
、
担
任
か
ら
心
配

な
学
生
と
し
て
抽
出
さ
れ
、
学
生
課
か
ら
相
談
室
に
紹
介
さ
れ
る
。

七
月
末
か
ら
電
話
を
か
け
て
も
な
か
な
か
つ
な
が
ら
ず
、
九
月
に
な

っ
て
よ
う
や
く
面
談
の
約
束
を
取
り
つ
け
た
が
来
室
せ
ず
、
前
期
取

得
〇
単
位
と
い
う
状
態
か
ら
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
も

懸
念
さ
れ
、
再
度
電
話
で
来
室
を
促
し
、
九
月
末
に
や
っ
と
面
談
に

現
れ
る
。

〈
面
接
後
の
様
子
〉

友
人
も
多
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
こ
な
し
て
お
り
、
学
業
困
難
は
精

神
疾
患
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。「
昼
夜
逆
転
で
昼
は

ほ
と
ん
ど
寝
て
い
た
が
今
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。
卒
業
し
た
い
か
ら
今

学
期
は
バ
イ
ト
も
減
ら
し
頑
張
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
尊
重
し
、
現

状
報
告
を
兼
ね
て
定
期
的
に
面
接
に
く
る
よ
う
約
束
さ
せ
た
が
、
な

か
な
か
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
都
度
相
談
室
か
ら
連
絡
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を
入
れ
、
何
と
か
後
期
試
験
ま
で
た
ど
り
着
い
た
が
、
結
果
は
思
わ

し
く
な
く
、
再
留
年
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
陥
っ
た
。
学
費
面
で
の

負
担
を
心
配
す
る
一
方
で
、
中
退
さ
せ
れ
ば
ず
る
ず
る
と
い
き
そ
う

な
息
子
を
案
じ
る
保
護
者
と
の
電
話
相
談
を
重
ね
、
卒
業
を
目
標
に

努
力
す
る
方
向
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

〈
ケ
ー
ス
を
通
し
た
コ
メ
ン
ト
〉

欠
席
過
多
の
理
由
は
例
年
「
朝
起
き
ら
れ
な
い
」
が
第
一
位
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
背
景
の
多
く
は
心
構
え
の
問
題
と
し
て
片

付
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
統
合
失
調
症
や
感
情
障
害
含

め
、
何
ら
か
の
精
神
疾
患
を
抱
え
て
い
る
場
合
（
ケ
ー
ス
一
）
は
、

個
人
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
早
期
に

医
療
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
服
薬
と
と
も
に
教
職
員
と
連
携
し

て
適
切
な
環
境
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
卒
業
ま
で
の
学
業
支
援
が
よ

う
や
く
可
能
に
な
る
。
一
方
精
神
疾
患
も
な
く
、
人
間
関
係
も
良
好

で
、
本
人
の
努
力
で
学
業
継
続
が
可
能
で
あ
る
が
、
意
志
薄
弱
の
た

め
に
う
ま
く
ゆ
か
な
い
場
合
（
ケ
ー
ス
二
）
は
、
何
ら
か
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
話
し
合
い
を
持
ち
、
粘
り
強
く
支
援
し
続
け
る
こ
と
で

本
人
が
力
を
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
（
精
神
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）
出
席
不
良
、

低
単
位
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
抱
え
る
場
合
、
欠
席
過
多
を
切
り
口

に
し
た
早
期
介
入
を
行
い
、
濃
厚
な
修
学
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
修

業
年
限
内
の
卒
業
が
可
能
に
な
っ
て
ゆ
く
ケ
ー
ス
を
い
く
つ
も
経
験

し
て
い
る
。
多
欠
Ｐ
で
出
合
う
学
生
は
、
気
を
抜
く
と
容
易
に
中
断

し
や
す
い
た
め
、
通
常
の
面
接
ケ
ー
ス
と
比
べ
て
、
サ
ポ
ー
ト
の
継

続
に
は
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。

四
．
欠
席
過
多
学
生
へ
の
取
り
組
み
の
工
夫

〈
教
員
に
対
し
て
〉

初
年
度
と
二
年
度
目
の
二
年
間
は
、
図
１
の
準
備
期
の
期
間
に
、

学
生
面
談
に
つ
い
て
教
員
向
け
に
、
筆
者
と
主
任
相
談
員
が
、
欠
席

過
多
の
考
え
ら
れ
る
背
景
、
学
生
面
接
で
配
慮
す
べ
き
点
、
留
意
す

る
学
生
の
見
分
け
方
、
そ
の
学
生
の
相
談
室
へ
の
つ
な
ぎ
方
、
等
々

の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
教
員
面
接
の
留
意
点
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、欠
席
の
多
い
こ
と
を
「
怠
学
」
と
決
め
つ
け
ず
、

「
何
ら
か
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
学
生
」
と
考
え
、

面
接
で
は
「
学
生
の
気
持
ち
を
聞
き
取
る
」
姿
勢
で
臨
む
よ
う
依
頼

し
た
。
当
日
は
六
〇
名
を
超
え
る
教
員
の
参
加
が
あ
り
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

〈
電
話
に
よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
に
関
し
て
：
学
生
〉

多
欠
Ｐ
開
始
当
初
は
相
談
室
か
ら
の
突
然
の
電
話
に
対
し
、
学
生

か
ら
の
反
発
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
を
丁
寧
に
説
明
し
、
連
絡
を
取
れ
ず
心
配
し
て
い
る
ク
ラ
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ス
担
任
の
指
示
で
相
談
室
が
連
絡
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
学

生
か
ら
の
反
発
は
予
想
し
た
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
む
し
ろ
「
あ
の
時

声
を
か
け
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た

と
思
う
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉
を
多
く
も
ら
え
て
い
る
。

〈
電
話
に
よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
に
関
し
て
：
保
護
者
〉

連
絡
が
つ
か
な
い
学
生
の
実
家
に
連
絡
を
取
る
際
に
は
、
親
子
間

の
摩
擦
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。
学
生
の
欠
席
が
多
い
こ
と

に
は
触
れ
ず
、「
最
近
の
工
学
部
の
実
情
や
、
四
年
間
で
の
卒
業
が

難
し
い
こ
と
、
中
途
退
学
学
生
も
増
え
て
い
る
こ
と
」
を
話
し
、「
本

学
は
大
学
あ
げ
て
の
学
生
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
担
任
が
連
絡

を
取
れ
ず
、
面
談
が
で
き
な
か
っ
た
学
生
に
対
し
て
、
学
生
生
活
が

円
滑
に
進
ん
で
い
る
か
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
相
談
室
が
担
当
し

て
い
る
」
こ
と
を
告
げ
、本
人
へ
の
伝
言
や
連
絡
先
の
確
認
を
し
た
。

そ
の
後
、親
子
間
の
摩
擦
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
受
け
て
お
ら
ず
、

特
に
地
方
在
住
の
保
護
者
か
ら
は
こ
の
取
り
組
み
を
好
意
的
に
受
け

止
め
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

五
．
お
わ
り
に

多
欠
Ｐ
が
開
始
さ
れ
る
以
前
は
、
学
生
に
対
す
る
働
き
か
け
は
、

相
談
室
か
ら
も
、
教
員
か
ら
も
ご
く
少
数
で
、
危
機
介
入
の
場
合
に

限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
側
か
ら
の
「
電
話
に
よ
る
学
生

へ
の
働
き
か
け
」
を
行
う
こ
と
に
は
賛
否
両
論
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本

学
で
は
「
連
絡
が
取
れ
な
い
欠
席
過
多
学
生
は
、
不
適
応
状
態
に
あ

り
な
が
ら
潜
在
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

通
し
て
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
組
む
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

面
の
方
が
大
き
い
」
と
考
え
て
お
り
、
全
学
上
げ
て
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
相
談
室
は
「
不
適
応
状
態
に
あ
り
な
が
ら
潜
在
し
て
い
る

学
生
た
ち
」
へ
の
対
応
を
担
っ
て
い
る
。

低
単
位
取
得
学
生
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
多
欠
Ｐ
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
本
学
に
は
教
職
員
と
相
談
員
が
協
働
し
て
学
生
支
援
を
行
う

と
い
う
土
壌
が
だ
い
ぶ
形
成
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
実
際
、
平
成

二
〇
年
度
に
行
っ
た
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
収
率
九
〇
・
二
％
）
に

お
い
て
は
、「
直
近
の
四
年
間
に
相
談
室
と
協
働
し
た
」
と
回
答
し

た
教
員
は
六
八
・
五
％
（
平
均
二
・
〇
二
人
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
ご

自
身
が
学
生
と
の
か
か
わ
り
方
を
相
談
に
来
ら
れ
る
な
ど
、
教
員
の

学
生
支
援
に
対
す
る
意
識
と
実
践
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
。
図
３

に
示
す
よ
う
に
、
実
際
に
前
年
度
の
平
成
一
九
年
度
に
四
九
八
件
で

あ
っ
た
教
員
と
相
談
室
の
協
働
件
数
は
、
平
成
二
〇
年
度
は
六
二
一

件
、
平
成
二
一
年
度
に
は
九
七
六
件
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
教

員
か
ら
相
談
室
に
紹
介
す
る
数
も
多
く
、
ま
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
早
く

な
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
従
来
で
は
時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
や
大
学（
の
人
）が
関
与
せ
ず
に
退
学
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
に
対
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し
て
も
、
望
ま
し
い
形
の
終
結
ま
で
た
ど
り
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
大
学
が
学
問
の
探
求
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
若
い
世
代

の
人
間
力
育
成
の
場
で
も
あ
る
と
い
う
「
現
代
の
新
し
い
大
学
の
ひ

と
つ
の
あ
り
方
」に
向
け
た
姿
勢
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
数
年
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
い
つ
も
最
後
に
お
話
し
す
る

内
容
を
記
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。「
全
学
を
挙
げ
て
学
生
支
援
を

行
う
す
べ
て
の
大
学
に
共
通
す
る
『
理
想
的
な
学
生
支
援
の
ス
タ
イ

ル
』
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
は
自
分
た
ち
の

『
よ
り
ベ
タ
ー
な
』
学
生
支
援
の
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
日
々
活
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
過
程
に
お
い

て
気
づ
か
さ
れ
る
新
旧
の
発
見
や
、
教
職
員
の
絆
と
い
っ
た
人
の
力

こ
そ
が
、
学
生
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
そ
し
て
教
職
員
自
身
に
と
っ

て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。」
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